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Abstract: The purpose of this study was to analyze the vocabulary 
learning strategies (VLSs) of Japanese learners and the relationship 
of the VLSs to individual differences in anxiety, motivation, use of 
wordbooks (Tangoshu), and English prociency. Specically, with 
what VLSs are learners familiar and how are learners using them? 
In addition, what types of relationships can be found between 
VLSs and individual difference factors? The study also focused on 
the following: which VLSs are familiar to and frequently used by 
learners, unfamiliar and rarely used, familiar but rarely used, and 
unfamiliar but used? Suggestions from the study were indicated 
from two viewpoints: those of teachers and those of learners. First, 
teachers should actively teach strategies that are unfamiliar to 
learners or those that are not frequently used. Some strategies are 
not easily learned by students by themselves, thus instructors are 
very important. In particular, it is desirable to make students aware 
of the value and effectiveness of the strategies before giving them 
guidance. Second, it is important for learners to think about what 
strategies they are using and whether or not they are effective in 
learning vocabulary. In other words, it is important that they be 
aware that using strategies that are not appropriate for their level 
is unlikely to improve their English prociency.
日本人英語学習者における語彙学習方略の認知と使用の関係性
─個人差要因を含めて─
The Relationship between Recognition and Use of Vocabulary
Learning Strategies in Japanese Learners of English: 










1. 1.  研究背景
　語彙学習の重要性はかねてより指摘されており（たとえば、Wilkins, 1972； Meara, 1980）、



































熟度、あるいは状況に応じて、異なる方略を柔軟に用いる必要がある（廣森 , 2015；Zhi-liang, 
2010）。一方で、方略と学習者の英語熟達度の関係はしばしば明らかとされており、多くの研究
では熟達度の高い学習者が、熟達度の低い学習者よりも幅広い学習方略をより頻繁に使用するこ
とを報告している（たとえば、Ahmed, 1989；Fan, 2003；Gu & Johnson, 1996；Kojic-Sabo 































































例であった（たとえば、Bailey, Onwuegbuzie & Daley, 2000；Gardner & MacIntyre, 1993；
Gregersen, 2003；Horwitz, 2000；MacIntyre, 1995；MacIntyre & Gardner, 1991）。一
方で、不安が言語学習に有益な影響を及ぼすこともしばしば報告されている（たとえば、
Csikszentmihalyi, 1975；Eysenck, 1979；Gass et al., 2013；Kleinmann, 1977；Lightbown 
& Spada, 2013；Llinás & Garau, 2009；MacIntyre & Dewaele, 2014；Mahmood & Iqbal, 
2010；Scovel, 1978；Spielman & Radnofsky, 2001；Young, 1992）。このような論争のなか
で一部の研究者は、不安とは学習者の成績に曲線的な影響を与えるため、不安が高過ぎたり低
過ぎたりすると、学習の成功が妨げられると主張した（Brown, 2014；Gregersen & Horwitz, 




















































　アンケートは 72項目あり、大きく 2つのセクションからなる。セクション 1はVLSs（52項
目）と高校 3年時に使用した単語集（1項目）、セクション 2は一般的な語彙学習にかかわる質
問（19項目）から構成されている。セクション 1におけるVLSsの項目は、おもに既存の研究






















































































るため、対応のある t 検定を行った。t 検定の結果、全クラスターにおいて、意識率と使用率の
あいだには有意差がみられた：クラスター1（t =5.24, df =21, p<.001）；クラスター2（t =7.35, df 


























































ラスター2（M=6.66, SD=1.53）、クラスター3（M=6.35, SD=1.47）およびクラスター4（M=5.34, 

























順位 方略番号 方略 合計
1st Strategy 3 文脈からの推測 1079
2nd Strategy 40 わからなかった語彙の復習 1062
3rd Strategy 1 英和辞典の使用 1054
4th Strategy 52 間隔を空けて繰り返して覚える 1039




順位 方略番号 方略 合計
1st Strategy 20 語の形からイメージを思
い浮かべて単語を覚える
419
2nd Strategy 19 意味地図を用いる 477
3rd Strategy 47 新しく学習した単語を空
想した場面で使ってみる
537
4th Strategy 15 語の意味と身体の感覚を
結びつける
538





順位 方略番号 方略 差
1st Strategy 37 フラッシュカードの使用 169
2nd Strategy 2 英英辞典の使用 142
3rd Strategy 30 CDやダウンロード音声
を聞く
135
4th Strategy 17 付箋に単語を書いて壁な
どに貼って覚える
115
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順位 方略番号 方略 差
1st Strategy 22 語の意味のイメージを思
い浮かべながら覚える
-23
2nd Strategy 7 カタカナ語と結びつけて
覚える
-20
3rd Strategy 41 未知の単語は無視したり
後回しにする
-14
4th Strategy 29 本当の発音は無視して覚
えやすい発音で覚える
-13






項目 1（n=22） 2（n=45） 3（n=59） 4（n=30）
一冊の単語集を少なくとも一周以上は繰り返し勉強
した
3.54 3.8 3.63 3.24
自分で情報を書き込むなどの工夫をした 3.31 3.17 3 2.44
付属のチェックシート（赤シートなど）を積極的に
利用した
3.63 3.71 3.43 2.93
日常生活の「すきま」の時間に利用するよう心がけ
ていた
3.63 3.44 3.38 2.93
テストや問題集で間違ったり、わからない単語があ
ったら、単語集を開いて印や色をつけていた
3.54 3.35 3.13 2.48
基本的に見出し語の訳語を確認するだけでどんどん
先に進んでいた
2.27 2.26 2.25 2.34
はしがき（始めに載っている使い方や学習法のペー
ジ）を読んでから単語集を使っていた
2.54 2.51 2.31 2.37
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図 3 ．クラスター間における個⼈差要因の数値傾向 





























































図 3 ．クラスター間における個⼈差要因の数値傾向 


































































5. 2. 4. 英語熟達度
　熟達した学習者は、より多くの学習方略をより頻繁に使用することが報告されている（たとえ














































































































































ば、Ayudaray & Jacobs, 1997；Cohen, Weaver, & Li, 1996；Folse, 2004； Ikeda & Takeuchi, 

























 1  本研究は、筆者の 2016年に受理された修士論文の内容を一部補訂・再構成したものである。
 2  Schmitt（2000, p. 136）はメタ認知方略をつぎのように説明している：“a conscious overview of the 
learning process and making decisions about planning, monitoring, or deciding on the most 
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 7. カタカナ語（例：cheer = チアリーダーを連想⇨元気づける）と結び付けて覚える学習法
 8. 単語の意味を表す絵や写真、図を参考にして覚える学習法
 9. 長文や例文の中で、ストーリーと一緒に単語の意味を覚える学習法
 10. 語源（import = im：中に port：運ぶ = 輸入する）で単語を覚える学習法
 11. 品詞をあらわす部分を覚える学習法（~tionは名詞 /~lyは副詞になる）










 20. 語の形からイメージを思い浮かべて単語を覚える学習法（例：lookの ooが目に見える）
 21. 語の発音からイメージを思い浮かべて単語を覚える学習法（例：gargle <ガーグル > =うがいする）
 22. 語の発音からイメージを思い浮かべて単語を覚える学習法（例：ghost =オバケを想像する）
 23. 複数の単語を結び付けてイメージを作る学習法（例：howl <遠吠えする >と wolf <狼 >で狼が遠吠え
するのを想像する）
 24. ゴロ合わせを用いて覚える学習法（kennel：ケンネル =犬寝る = 犬小屋）
 25. 単語を分野やテーマ別で覚える学習法（医学によく出てくる単語、など）




 27. 単語の中心義（単語に含まれる最も中心となる意味）に注目して覚える学習法（例：go = <中心義 >
元の場所から離れる⇨ <意味 >行く /痛みが無くなる /死ぬ、など）
 28. コロケーションやフレーズ、チャンクで単語を覚える学習法（例：medicineを take medicine <薬を
飲む >などの語のカタマリで覚える）
 29. 本当の発音は無視して、覚えやすい発音で単語を覚える（例：sign⇨シグネ、knife⇨クニフェ、など）



































 8. 一冊の単語集を（覚えられたかは別にして）少なくとも 1周以上は勉強した
 9. 英単語集に自分で情報を書き込むなどの工夫をして、オリジナリティを出していた
 10. 英単語集に付属しているチェックシート（赤色のシートなど）を積極的に利用した
 11. 英単語集は日常生活の「すきま」の時間で利用するよう心掛けていた
 12. テストや問題集で間違ったり、出来なかった単語があったら、単語集を開いて、印や色を付けていた
 13. 英単語集を使うとき、基本や訳の確認をするだけでどんどん先に進んでいた
 14. 英単語集のはしがき（単語集の始めに載っている使い方のページや学習法のページ）を読んでから英
単語集を使っていた
＊あなたのTOEIC IP試験（入学時に受けられたプレイスメントテスト）のスコアを教えてください。
